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【緒言】 
腰痛は一般成人よりもスポーツ選手に多く発症し、

競技別ではカッティング動作を伴う種目に多いことが

報告されている。 
先行研究では、腰痛患者は健常者に比べて股関節外

転筋力が低いことや、立位時の内腹斜筋の筋活動量が

少ないことが報告されている。このような腰痛のリス

クファクターに関する研究は多くされているが、腰痛

患者のカッティング動作時の筋活動を測定した研究は

少ない。そこで本研究では、カッティング動作を多く

行うサッカー選手を対象に側方動作時の体幹、股関節

周囲筋の筋活動量を腰痛既往の有無で比較し、腰痛再

発要因を考察することを目的とした。 
 

【方法】 
被験者は関東大学サッカー1 部リーグに所属するサ

ッカー部の選手で、大学在学中に腰痛が原因で練習を

離脱したことのある選手 3 名(既往群)と、練習を離脱

したことのない選手 3 名(健常群)を対象とした。 
表面筋電と 2 台の赤外線カメラを用い、アウトカッ

ティングとクロスカッティング、サイドステップ試技

における最大速度のアウトサイドステップ(最大 OSS)
とインサイドステップ(最大 ISS)、さらに 75%速度の

アウトサイドステップ(75%OSS)とインサイドステッ

プ(75%ISS)の全 6 試技における体幹筋・股関節周囲筋

の筋活動量を計測した。被験筋は腹直筋、外腹斜筋、

内腹斜筋、脊柱起立筋、大腿直筋、半腱様筋、中臀筋、

内転筋(いずれも右側のみ)の 8 つである。 
データ処理として、各試技中におけるそれぞれの被

験筋の筋活動量の平均値を算出し、既往群と健常群で

比較検討した。 
 

【結果】 
内腹斜筋において、アウトカッティング、最大 OSS、

75%OSS、75%ISS の 4 試技で健常群の方が大きい筋

活動量を示す傾向がみられた。 
中臀筋において、アウトカッティング、クロスカッ

ティング、最大 ISS、75%OSS の 4 試技で既往群の方

が大きい筋活動量を示す傾向がみられた。 
その他の被験筋では既往群と健常群の間に大きな差

はみられなかった。 
 

【考察】 
先行研究では、腰痛既往者に比べ健常者は、立位で

の体幹伸展・屈曲時の内腹斜筋の筋活動が高いことが

報告されており、カッティング動作においても同様の

結果を示した。また、内腹斜筋は体幹安定性に関わる

重要な筋であり、内腹斜筋の機能不全が腰痛を発生す

るリスクファクターになると報告されている。 
このことから、腰痛を繰り返す者はカッティング動

作時においても内腹斜筋が働きにくく、体幹安定性が

低下し、腰痛の発生率が高まっている可能性が考えら

れる。 
股関節周囲筋の筋力を比較した先行研究では、腰痛

既往者は健常者に比べて股関節外転筋力が低いことが

報告されている。また、中臀筋の筋活動量が減少する

と重心動揺が増加し、その代償として体幹筋の筋活動

が増加したという報告がされていることから、中臀筋

が体幹安定性に関与していることが考えられる。さら

に、立位バランス能力の低下は腰痛のリスクファクタ

ーであるとの報告もあることから、中臀筋の機能低下

は腰痛発症の一因であると考えられる。しかし、本結

果からは中臀筋の筋活動量が多い選手であっても、腰

痛を繰り返すことが示された。 
本研究において、既往群の被験者は大学在学中に腰

痛が原因で練習を離脱したことがある選手とし、3 人

中 2 人は大学在学中に 2 回リハビリテーションを経験

した。大学時のリハビリテーションではどの選手も股

関節外転筋のリハビリテーションを行なっている。こ

のトレーニングの効果が、既往群の中臀筋の筋活動量

が高い数値を示すという結果につながった可能性が考

えられる。 
以上のことから、腰痛の再発防止のためには、内腹

斜筋をはじめとする体幹筋をより一層強化し、動作時

における体幹部の安定性を高めていくことが必要であ

ると考えられる。 
 

【結論】 
・腰痛既往者はカッティング動作時の内腹斜筋の筋活

動量が低下しており、内腹斜筋の筋活動低下と腰痛は

関与していることが示唆された。 
・股関節外転筋のリハビリテーションを経験した腰痛

既往者は、カッティング動作時において中臀筋の筋活

動量が大きかった。 


